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各種臨床材料 より分離 した グラム陰性桿菌 のWintomylon(Nalidixicacid)

にたいす る感受性について

特に尿路感染症を中心として(第1報)

小 沢 敦

国立東京第二病院細菌科

(昭和43年8月13日 受付)

各 種 臨 床 材 料(喀 疾,膿,咽 頭 粘 液,胆 汁,尿)か ら

分 離 され た 各 種 グ ラ ム陰 性 桿 菌 のWintomylon(Nali・-

dixicacid)に た い す る耐 性 菌 出現 状 況 を 検 討 し,多 剤

謝 性(4剤 以 上)グ ラム 陰 性 桿 菌 に た い す るWintomylon

の 効 果 に つ い て報 告 す る と共 に,尿 路 感 染 症 治 療 に つ い

て の 意 義 に つ い て 考 察 を 加 え た い と思 うo

実 験 方 法

各 種 グ ラ ム陰{生桿菌 の デ ィ ス クに よ る感 受 性 試 験 に 次

の種 類 の昭 和 デ ィ ス クを使 用 した 。EM(Erythromycin),

SM(Streptomycin),CM(Chloramphenicol),TC

(Tetracycline),K(Colistin),Sf(Sulfaisoxazol),

Pb(Aminobenzylpenicillin),Nd(Nalidixicacid),

Cr(Cephaloridine),Td(Ledermycin,Dimethylchlerte-

tracycline)o

Sfを 除 く他 の化 学 療 法 剤 に た い し て は,使 用培 地 は

HeartInfusion寒 天 培 地,血 液寒 天 培 地 を,Sfに た い

して はMuellerHinton培 地 を使 用 した 。 接 種 菌 と して

はBrainHeartInfusionブ イ ヨ ン5～6時 間 後 培 養 菌

を 用 い,HeartInfusion寒 天 培 地 に そ のO.1mlを 接

種 し,コ ン ラ ー ジ棒 で全 面 に拡 げ て の ち4～10℃ の冷 蔵

庫 に4時 間放 置 後37℃ の艀 卵 器 に18～24時 間培 養 し

判 定 した 。 耐 性 度 は 次 の通 り表 現 され た。0:耐 性,十:

弱 感 受 性,升:中 等 度感 受性,珊:強 感 受 性 。

実 験'成 績

(1)各 種 臨 床 材 料 よ り分離 した グ ラ ム陰 性 桿菌 の 各

種 化 学 療 法 剤 に た い す る耐 性菌 出現 状 況(第1表)

各 種 グ ラ ム陰 性 桿 菌 のNalidixicacidに た いす る耐

性 菌 出 現率 は 第1表 に示 す 如 くで あ り,E.coliのNali・

dix三cacidに た い す る耐 性 菌 出現 率 はKanamycinに

次 い で 低 く評 価 され,Klebsiellaの それ はKanamycin,

Colistin,Cephaloridineに 次 い で低 く評 価 さ れ た 。 ま

たMe㎎ganella,RettgereZla,EnterobacterのNalidixic

acidに た いす る耐 性 菌 出現 率 は 他 の 化 学 療 法 剤 に た い

す る それ と比 較 し て最 も低 く評 価 され た こ とは 注 目に 価

す るが,さ らに 例 数 を 加 え て 検 討 す る必 要 が あ ろ う。

PseudomonasのNalidixicacidに た い す る耐 性菌 出

現率はかな り高 く評価 された。

(2)尿 路感染症 よ り分離 された各種グラム陰性桿菌

の種類 および その菌数か らみた分布(第2表,第3表)

尿路感染症 よ り最 も高率に分離 され る起炎菌 としては

銑 曜K」 θう3溜σであ り拠 ・でPseud・m・nas,Pr・teus

mirabilis,Enteγobaeter,Morganella,Retrgerellaの

順位であつた。また尿中細菌数(perml)の 上か らみて

も分 離 され た これ らの菌 の50%以 上が104個 以上の菌

数を示 した ことは,尿 路感 染症 における これ らの菌の起

炎菌 としての意義 が充分 に窺われ る。

(3)各 種 多剤耐 性`(4剤 以上)グ ラ ム 陰 性 桿 菌の

Nalidixicacidに たいする感受性(第4表 ～第22表)

Nalidixicacidに たい して感受性を示 した 多 剤 耐性

瓦 ω露 は各種臨床材料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性 瓦`漉

150株 中132株 であ り,そ の大部分が尿路感染症よ り分

離 された ことは尿路感染の起炎菌 として主役 を 演 ず る

E.coliに た い してNalidixicacidが 有力な化学療法剤

であろ うこ とを示唆す る成綾 と思われ る(第4表 ～第10

表)。

第2表 尿路感染症 よ り分離 した各種 グラム陰性桿

菌の種類 とその百分率

(昭和42年 度,国 立東京第二病院)

菌 種 名

E.coli

Kleb3iella

Psθudemona3

Pγo彦餌3mirabilis

E"彦erobact〃

Morganella

～Re彦rgerelta

α 〃obae彦 〃

Proteusvulg〃`s

β.σ"`〃 σ如 辮

Alcaiigenes

分離菌株数

4

0

1

1

2

5

9

6

4

9

1

1

6

7

6

5

4

3

2

1

5

1

分離 パ ー セ ン ト

(%)

51.8%

16.1

7.1

6。1

5.2

4。5

3.9

2.6

1.4

0.9

0.1一
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第1表 各種 臨床材料 より分離 した グラム陰性桿菌 の各種化学療法剤にたいする耐性菌 出現状況

(昭和42年8.月 ～12月)

株数 EM SM CM TC}K KM Sf Pb Nd Cr Td

E㌧ω露 323
193*

(59.7%)
130

(20.2%)
122

(33.1%)
122 34

(33.1%)(1α5%)

15
(46%)

286
(88.5%)

70
(21.6%)

22
(6.8%)

29
(8.9%)

143
(44.2%)

Pseudo・

monas

Alcali・

8enes

即 θ醐 」4・68(8511ち)(5&ll)(5al舞)(3a銑)(轟)(5 .3i)(98}1霧)K9311島)

E嘲;
ま"4・(2972.5%)(2訪 舞)(2,.1%)(、5。 隻)(、乳5房)(、5.。隻)(9轟)(6蕩)

嘉 燃348(4797.9%)(、a6隻)(、4.5%%)(a2ち)(9播 ゑ)(、α4舞)(SS.lb。)(43.1%)

薇騰 ・3(13100%e)(3α7舞)(、53劣)伽 彰)(84.1}i.)(23。 彰)(9蕩)(841髪)

槻ZU
Ua2・(20100%)(5曲)(2蔽)(8α1象)(9鋤(6α1ゑ)(、 。9},)(8α1隻)

Rettgei
,lla・5(1386.6%)(5a3劣)(4α 。隻)(4α 。劣)(8蔽)(6莇(、 。1ち)(8。.1}。)

1889928169Citoうacter18

(100%)(444%)(50.0%)(5g.0%)(12.1%)(44。4%)(88、8、%)(50.0%)

77(6888.3%)(4L§ ち)(5&1舞)(2晶)⑲ 。島)(7、.1ち)(96、7ち)(9畿)(7乞 銑)

ε〃πだσ
■

1伽 脚 ・

Ph伽s

7伽`o-

Parahe・

甥o砂 だ`麗ε

B.α"髭 一

ア誘麗甥

3

1

1

2

10

1

呈

0

0

6

1

0

0

0

5

1

0

0

0

6

0

0

0

0

4

0

1

0

1

0

1

0

0

0

2

1

1

1

2

6

2

1

0

2

8

261576

(15。4%)(8.9%)(45.2%)

53410

(12.5%)(85.0%)(25.0%)

10112

(20。8%)(22.9%)(4。1%)

2121

(15.3%)(92.3%)(7.0%)

52012

(25。0%)(100%)(60.0%)

4124

(26.6%)(80.0%)(26。6%)

0179

(94、4%)(50.0%)

7116

(92.2%)(20.7%)

1

0

0

0

0

2

1

0

1

8

0

0

0

0

3

*数 字は耐性菌分離株数

()内 は耐性菌分離パ ーセ ン ト

第3表 尿 か ら分離 された各種 グラム陰性細菌の菌数か らみた分布

(昭和42年 度,国 立東京第二病院)

菌 種

瓦 ω」言

幻 εうsietla

Ps¢udomonas

Proteus伽 〃aゐ 碗s

Enterobacter

伽79α πθ〃σ

Rettgere〃 σ

α 〃oうσc彦¢γ

Pγo彦eusvulgaris

B.anitratum

ムTeisseria

・416頭9θ π95

尿 中 菌 数(perm1)

<104

186/514(36.2)

82/160(51,2)

24/71(33.8)

22/61(36.1)

18/52(34.6)

14/45(31.1)

15/39(38.5)

11/26(42.3)

5/14(35.7)

519(55.6)

1/1(100,0)

1・ ・es≦・・5】 ・・5≦・・6i

29/514(56)

14/160(8.8)

9/71(12.7)

3/61(4.9)

4/52(7、7)

1/45(2.2)

2/39(5.1)

2/26(7.7)

3/14(21.4)

1/2(50.0)

65/514(12.6)

18/160(11.3)

12/71

6/61

5/52

4/45

8/39

7/26

1114

2/9

1/2

(16.9)

(9。8)

(9.6)

(8,9)

(20.5)

(26。9)

(7.1)

(22.2)

(50.0)

10s≦107

731517(14。2)

151160(9.4)

9171(12.7)

9161(14,8)

12/52(23.1)

5/45(11.1)

4/39(10.3)

2/26(7.7)

2114(14.3)

t 107≦108 1
116/514(22.6)

20/160(12.5)

6/71

7161

9/52

9/45

7/39

2/26

(8.5)

(11.5)

(17.3)

(20.0)

(17.9)

(7.7)

108≦ 計

451514(8.8)

111160(6.8)

11171(15.5)

14161(22.9)

4/52(7.7)

12145(26.7)

3/39(7.7)

2/26(7.7)

3114(21.4)

2/9(22.2)

514

160

71

61

52

45

39

ρ0

4

Q
り

2

9
召

-
占
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第4表 各種臨床材料 よ り分離 した多剤耐性(4剤 以上)E.celiのNalidixicacidに たいす る感受性

化 学 療 法 剤
患者名 検体

EMISMICMITC K KMlSf Pb Nd Cr Td

:

。

+

¢

3

3

。

。

。

。

。

¢

8

。

。

+IIII

+

+

+

+

0

+

+

+

+

+

朴

井

0

+

+

+

+

+

+

OI

+

升

卦

+

+

+

+

+

升

+

惜

響
井

粁

+

+

井

砦

卦

+

0

+

+

0

+

+

0

0

+

0

井

+

0

+

+

+

+

0

+

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

研

0

0

0

0

0

0

0

0

耗

什

+

+

+

粁

+

井

o

+

暑

昔

+

+

+

+

井

井

卦

+

甘

+

+

0

0

朴

+

+

井

粁

什

辮

+

0

0

0

升

井

+

0

σ

0

0

拝

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

+

+

0

0

0

+

0

0

0

0

0

+

0

0

+

+

0

0

0

0

帯

荘

0

0

0

0

0

0

0

0

0

+

0

0

0

+

0

0

0

0

0

+

0

0

0

0

0

+

0

+

+

+

+

0

0

0

0

0

+

ゆ

0

0

膿
尿

尿

繋

尿

尿

尿

尿

騨

尿

辱
尿

尿

尿

尿

尿
尿

尿

齢橋中○服○関O酒○安○谷○松○猪O泉○中○

第5表 各種臨床材料 より分離 した多剤耐性(4剤 以上)E.coliのNalidixicacidに 対す る感受性

化 学 療 法 剤

0

0

0

0

0

0

0

0

+

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0」-IIIII

+

井

+

什

卦

朴

卦

朴

o

+

+

+

什

+

+

+

朴

朴

+

+

M

升

朴

昔

升

卦

井

升

升

+

卦

朴

什

荘

+

升

升

井

什

卦

井

恥

+

+

0

+

+

+

0

+

0

0

0

+

+

0

+

+

0

+

0

+

翫

l
MK

-
K

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

α

0

砦

辮

粁

什

井

+

o

什

粁

苔

+

昔

軒

井

朴

暑

+

井

昔

車

5

瀞

粁

井

暮

升

卦

卦

井

o

粁

粁

卦

井

朴

昔

昔

+

暑

井

升

㏄
i

MC

0

0

0

0

0

0

+

0

+

+

0

0

0

+

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

+

0

0

+

+

+

0

0

+

什

0

0

0

0

0

0

鋤
l

ME

0

+

+

+

升

0

0

0

赫

0

+

+

昔

0

0

+

0

0

0

0

+

+

0

+

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

+

体検

尿

尿

尿

尿

腓

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

厨

尿

尿

尿

尿

謝

尿

名者患

○有○村○山○石○森○○池O伊○池○渡○宮
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第6表 各 種 臨 床 材 料 よ り分離 した多 剤 耐 性(4剤 以上)E・coJiのNalidixicacidに た い す る感 受性

化 学 療 法 剤

皿
1

α

什

0

0

0

0

0

0

+

0

0

+

0

0

升

升

0

0

0

0

督1

+

+

卦

+

0

0

0

+

0

0

0

+

+

0

+

0

0

+

0

+

M
I

恥
-

訂
レ

MK

-
K

l
CT

…
MC

～
MS

-
ME

升

昔

什

升

+

升

+

昔

+

+

升

粁

昔

+

+

昔

升

昔

耗

+

0

+

0

+

0

0

0

+

0

0

+

+

+

+

0

0

+

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

昼

什

井

升

昔

0

粁

0

卦

0

0

暮

粋

什

什

+

+

0

卦

帯

+

昔

井

昔

井

荘

井

0

帯

0

0

0

昔

升

0

0

+

+

0

苔

0

暑

0

0

+

0

0

0

0

0

0

+

0

0

升

+

0

0

0

0

升

0

0

0

0

0

升

0

0

0

0

升

0

0

暑

+

荘

0

井

0

+

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

+

0

0

0

0

0

井

+

+

+

0

0

+

0

+

0

0

。

0

0

+

+

卦

+

0

0

+

0

0

体検

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

櫛

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

腓

名者息

能早O池O飯○佐O河○小O富O小O佐○平O

第7表 各 種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多剤 耐 性(4剤 以 上)E.coliのNalidixicacidに たい す る感 受 性

化 学 療 法 剤

TC K KM Sf Pb Nd Cr Td

0

0

0

0

0

砿

0

0

什

0

0

朴

0

0

0

升

0

0

0

0

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

粁

十

十

〇

〇

十

〇

十

十

十

十

暮

十

井

朴

井

昔

升

卦

昔

耕
∴
廿
耗

升

升

卦

一什

十

昔

昔

0

0

"

+

十

十

+

十

+

十

十

〇

十

〇

〇

〇

十

十

十

+

O
V

ハり

(V

ハ
V

ハ
》

AU

A
V
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AU

ハU

ハリ

ハU

(U

轟U

飛
V

ハU

O

ハU

AU

ハU

0

昔

升

十

耗

升

井

卦

0

十

什

井

十

井

井

十

卦

升

什

0

0

十

十

十

井

升

十

甚

井

軒

升

0

十

〇

十

〇

〇

〇

十

十

0

0

0

0

0

0

0

0

升

0

0

昔
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第8表 各種臨床材 料 より分離 した多剤耐性(4剤 以上)E.eoliのNalidixicacidに たいす る感受性
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第9表 各種臨床材料かち分離 した多剤耐性(4剤 以上)E.coliのNalidixicacidに たいす る感受性
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化 学 療 法 剤
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第10表 各種臨床材料 よ り分離 した多剤耐性(4剤 以上)E・eoliのNalidixicacidに たいする感受性

患者名 検体
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0

0
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第11表 各 種臨 床 材 料 よ り分 離 した 多剤 耐 性(4剤 以 上)KlebsiellaのNalidixicacidに た い す る感 受 性

患者名 検体
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第12表 各 種 臨 床 材 料 よ り分離 した 多 剤耐 性(4剤 以上)KlebsiellaのNalidixicacidに た い す る感 受 性

患者名 検体
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第13表 各 種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐性(4剤 以 上)KlebsiellaのNalidixicacidに た いす る感 受性
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第14表 各 種 臨 床 材 料 よ り分離 した多 剤 耐 性(4剤 以 上>KlebsiellaのNalidixicacidに た いす る感 受 性
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第15表 各 種 臨 床 材 料 よ り分離 した多 剤 耐 性(4剤 以 上)KlebsieilaのNalidixicacidに た いす る感 受 性

患者名 検体
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第16表 各種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性(4剤 以 上)MorganeliaのNalidixicacidに た い す る感 受 性,

化 学 療 法 剤
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第17表 各 種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性(4剤 以 上)RettgereiiaのNalidixicacidに た い す る感受 性

1

患者名 検体
化 学 療 法 剤

EM】SMICMITCIKIKM}Sf Pb Nd Cr Td

《U

ハU

膿 0 0 十 0 0 昔 0 0 卦 0 0

尿 0 十 十 0 o 0 0 十 十 十 0

尿 0 0 十 帯 0 0 0 0 十 0 帯

膿 0 0 十 十 0 辮 0 0 辮 0 十

膿 0 0 0 0
齢

0 朴 0 0 十 o 0

咽頭 0 0 0 0 0 0 0 0 卦 0 0騨

尿 十 0 十 升 帯 0 0 0 朴 0 帯
尿 0 十← 十 0 0 什 0 十 十ト 什 十

第19表 各種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性(4剤 以 上)ProteusvulgarisのNalidixicacidに た いす る感受 性

化 学 療 法 剤

㎜

+

o

+

朴

朴

+

卦

井

朴

+

什

.
α

什

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

M

井

升

暑

朴

辞

什

耗

井

什

升

軒

恥

什

+

0

0

0

0

0

0

0

0

0

翫

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

闘

督

暑

・

・

帯

朴

井

井

升

什

升

CMlTCIK

0

0

十

十

十

十

十

井

十

十

〇

十

十

十

十

十

十

十

十

井

0

0

0

0

0

0

0

0

0

EMISM

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

十

十

〇

帯

十

〇

十

検体患者名

膿

膿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿
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第18表 各種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性(4剤 以 上)CitrobaeterのNalidixicacidに た い す る感 受 性

患者名 検体

尿

麟

尿
暇

尿

尿

尿

尿

尿

尿
尿

尿

尿

尿

蹄

化 学 療 法 剤

EMlSM
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

井

0

+

+

0

升

0

0

0

0

井

0

0

帯

CMlTC KlKMISf Pb

0

一什

0

0

洞汁

0

0

0

0

十

〇

〇

0

十

〇

十

〇

〇

〇

〇

〇

n廿

0

0

十

辮

軒

0

什

卦

卦

升

0

十

辮

帯

十

十

0

〃什

0

十

〇

〇

口廿

0

0

什

n廿

十

〇

〇

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

十

〇

十

〇

〇

十

十

十

〇

〇

十

〇

〇

〇

〇

Nd Cr Td

十

十

升

升

什

十

升

　什

升

十

十

…什

十

0

0

0

0

十

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0

什

0

0

0

0

0

0

十

什

0

十

第20表 各 種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性(4剤 以 上>PseudomonasのNalidixicacidに た い す る感 受性

患者名 検体

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

陥

報

尿

尿

化 学 療 法 剤

・MISM}CMiTC K}KMlSf Pb Nd Cr Td

0

十

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0

0

十

〇

〇

十

〇

〇

十

井

0

0

0

0

十

井

+

井

+

升

0

0

十

+

0

0

0

0

十

升

0

十

十

〇

十

〇

〇

井

　廿

0

0

十

0

0

荘

十

〇

経

0
帯

帯

井

粁

升

帯

0

口廿

0

0

0

0

0

0

0

十

什

0

0

0

0

0

0

0

0

十

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

十

甚

0

十

十

耗

十

昔

什

十

十

升

十

十

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

十

十

〇

〇

0

十

十

〇

十

〇

h廿

臼廿

闘廿

0

Nalidixicacidに た い して感受性を示 した 多 剤 耐 性

KJebsiellaは 各種臨床材料 より分離 した 多 剤 耐 性Kle-

bsiella118株 中93株 で 高率であつた こと,お よび これ

ら多剤耐性菌 が主 として胆道感染症 よ り分離 され ている

ことは 瓦`oπ ≧,や や趣む きを異にす る(第11表 ～第

15表)。

Nalidixicacidに たい して感受性 を示 した 多 剤 耐 性

Mo「ganellaは 各種臨床材料 よ り分離 した多剤耐性Mor・

ganella20株 中15株 で あ り,ま たNalidixicacidに

た い して感 受 性 を示 した 多 剤 耐 性Rettgerellaは 各 種 臨

床材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性Rettgereita'14株 中10株

で あ つ た(第16表,第17表)。

Nalidixicacidに た い し て感 受 性 を 示 した 多 剤 耐 性

Citrebacterは 各 種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐{!kCitro-

bacter15株 中15株 で あつ た(第18表)。

Nalidixicacidに た い して感 受 性 を 示 した 多 剤 耐 性

Proteusvuigarisは 各 種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性

Proteusvulg』aris13株 中11株 で あつ た(第19表)。
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第21表 各 種 臨 床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性(4剤 以 上)EnterobaeterのNalidixicacidに た い す る感受 性

化 学 療 法 剤
患者名 検体

EMSM CMITclKIKMISf Pb Nd Cr Td

　

0

0

粁

粁

+

0

朴

0

0

+

0

井

+

什

0

帯

惜

督

井

什

帯

什

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

井

+

昔

什

什

卦

+

什

什

+

卦

什

昔

+

+

号

辮

荘

+

井

卦

+

0

0

+

0

+

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

耗

0

升

什

井

0

0

+

什

粁

昔

升

+

+

0

井

粁

+

昔

井

+

井

升

卦

0

0

耗

0

0

0

0

+

赫

+

卦

井

井

升

帯

井

卦

卦

0

0

暮

+

+

0

+

+

+

+

+

升

+

+

0

赫

什

帯

暑

井

帯

0

0

+

升

井

0

+

井

井

+

+

升

井

+

0

+

+

井

0

井

0

+

0

+

卦

静

0

0

+

荘

0

0

升

升

+

0

+

+

+

卦

井

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

+

0

0

0

0

0

0

0

+

0

0

尿
尿

欝
騨
尿

麟

欝
尿
尿

麟
尿

麟
尿

欝
尿○有○水○土O永○島O安○田○朝○御○高○藤

いつぼ う,Nalidixicacidに たい して感受性を示 した

多剤耐性Enterobacterは 各種臨床材料 よ り分離 した多

剤耐性Enterobacter26株 中21株 であつた(第21表)。

またNalidixicacidに た い して感受性 を示 した 多 剤'

耐性Proteusmirabilisは 各種臨床材料 よ り分離 した多

剤耐性Proteusmirabilis30株 中20株 であつ た(第22

表)。

考 察

Pseudomonasを 除 く各種 グラム陰性桿菌 のNalidixic

acidに たいす る耐性菌 出現 率は他の化学 療法 剤 に た い

す るそれ と比較 して一一般 に低率 であ り,中 で もEeoii,

Klebsiella,EnteアobacterのNalidixicacidに たいす る

耐性菌出現率は他 の化学療法剤 のそれ に比 し最 も低 く評

価 された(第1表)◎

また,い つぼ う,各 種 多剤耐性 グラム陰性菌 にた い し

てNalidixicacidが 著 明な阻止効果を示 した こ とは上

記実験成績 と併 せ考える とき,各 種 グラム陰性桿菌感染

症 にたいする化学 療法の中でNalidixicacidの 占 め る

位 置が大 き くクローズア ップされ うることを物語 るもの

であろ う。

Nalidixicacidが 生体 内 で急 速 にmetabolizeさ れ

urinaryexcretionが 著明 であ る1,とい う点か ら考えて,

と くに尿路感染症にたい して効果を発揮 し うるもの と考

え る。尿路感染症におけ る起炎菌 と して主役 を 演 ず る

E.coliの 大部分が多剤耐性菌であ り,そ れ らにたい して

Nalidixicacidが 著明 な効果を発揮 した ことは注 目に価

す るであ ろ う。

上述 した ようなNalidixicacidの 効果は,そ のadve・

rsereaction(Hypersensitivity,Neurotoxicity等)を

考慮に入れた適確な投与方法 と相侯つ てこそ充分 に発揮

され うるもの と思われ る。

結 論

各種感染症,特 に尿路感染疲を中心 として分離 された

各種多剤耐性 グラム陰性桿菌のNalidixicacidに た い

す る感受性を昭和ディス ク法に よ り検 討 して,次 の よう

な結果をえた。

(1)Nalidixicacidが 尿路感染 症の起 炎菌 として主

役 を演ず るであろ うE,eeliを は じめ として,Klebsiella・

Proteusmirabilis,Enteroba'cter,Merganella,Ret・

rgerella等 にた い してか な り著明 な感受性効果を発揮 し

た。 そ して該薬剤が投与後血中か ら急速 なclearanceが

み とめ られ ることは各臓器 における10calizationが ない

ことを示唆す るもので,投 与 され たNalidixicacidの

大 部分が91ucuronideの 形 で代謝 され て急速に 尿 中に
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第22表 各 種 臨床 材 料 よ り分 離 した 多 剤 耐 性(4剤 以 上)ProteusmirabilisのNalidixicacidに た い す る感 受性

息者名 検体

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

咽頭

尿

尿

膿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

尿

化 学 療 法 剤

EM

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

SM

0

÷←

0

0

十

〇

〇

十

十

帯

井

十←

十

CM

0

0

十

十

十

〇

十

十

〇

十

井

十

十

TC

十

十

十

十

十

〇

〇

十

十

十

十

十

十

〇

十

十

十

十

十

十

K

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

◎

0

0

0

0

0

0

0

0

KM

0

井

井

0

十

十

〇

Sf

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

lPb
0

0

十

〇

十

十

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

十

〇

〇

〇

〇

lNd

井

十

十

十

十

十

十

Cr

0

十

十

〇

十

十

十

十

十

〇

〇

〇

十

〇

十

十

十

十

十

Td

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

排泄され ること,お よび便中には少量 の薬剤が排 出され

るとい うこと1)から考 えて尿路感染症にたい しての 効 果

が最 も期待 され るのではないか と考 えられ る。

(2)以 上 のよ うな尿路感 染症 の起炎菌に た い す る

Nalidixicacidの 感受性効果 とそ して該薬剤 のclinical

pharmaco1。gyの 上 からの考 え方を基盤 として臨床的検

討 を加 えた成績は,第2報 において報 告 され るはず であ

る。
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   ON WINTOMYLON (NALIDIXIC ACID) SENSITIVITY 

TO GRAM-NEGATIVE BACILLUS ISOLATED FROM CLINICAL 

                 MATERIALS

With Special Reference on Urinary Tract Infection (Report I) 

                ATSUSHI OZAWA 

Department of Bacteriology, Second National Hospital of Tokyo

                            SUMMARY 
 Except for  Fseudomonas, nalidixic acid is effective for all kinds of Gram-negative bacilli cultured 

from sputa , pus, pharyngeal swab, bile and urine. It is especially effective for bacteria which cause 
ureterogenital tract infection. 

 Observing the nalidixic acid's pharmacological action based on its rapid clearance from the blood 
stream and secretion in the urine in the metabolized form against gram -negative bacilli , one may lik

ely to assume that this  'is the chief factor of its clinical effectiveness against ureterogenital tract 
 infection. . 

 The results of this clinical investigation will be given in other occasion .




